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平成30年12月25日、第４回の
子ども議会が役場議場において
開催されました。
今回は、地元の高校生２名を含む
12名の児童・生徒が子ども議員と
して演壇に立ちました。

第４回  子ども議会
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新年のごあいさつ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
皆
様
方
よ
り
温
か
い
ご
支

援
ご
理
解
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
し
、

改
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
２
月
25
日
に
城
里
町

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
３
月
11

日
の
任
期
満
了
を
も
っ
て
、
現
在
の

新
体
制
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
新
体
制
議
会
に
お
い
て
、
私

達
が
そ
れ
ぞ
れ
正
副
議
長
と
し
て
推

挙
さ
れ
就
任
致
し
ま
し
て
初
め
て
の

新
年
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
城
里
町
民
皆
様
の

お
か
げ
で
あ
る
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
議
員
提
案
に
よ
り

議
員
定
数
を
２
名
削
減
し
て
14
名
と
し
、

開
か
れ
た
議
会
、
身
近
な
議
会
を
目

指
し
常
に
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
全

議
員
一
丸
と
な
っ
て
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
な
ど
を
十
分
お
聞
き
し
て

活
発
な
議
論
を
重
ね
、
城
里
町
に
お

け
る
議
員
の
役
割
や
あ
り
方
な
ど
も

協
議
し
な
が
ら
、
町
民
と
協
働
す
る

議
会
を
目
指
し
全
力
を
尽
く
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
４
月
に
統
一
地
方

選
挙
が
実
施
さ
れ
、
５
月
に
は
平
成

の
元
号
が
幕
を
閉
じ
、
新
元
号
に
変

わ
り
ま
す
。

９
月
28
日
か
ら
は
、
国
内
で
一
番
大

き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
国
民
体

育
大
会
が
45
年
ぶ
り
に
茨
城
県
で
開

催
さ
れ
、
城
里
町
で
は
県
立
水
戸
桜

ノ
牧
高
等
学
校
常
北
校
体
育
館
に
お

い
て
ボ
ク
シ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
２
０
１
９
年
は
重

大
な
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
お
り
、
心

機
一
転
そ
し
て
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ

る
良
い
年
と
な
る
予
感
が
致
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
本

年
も
ご
健
勝
で
明
る
く
、
幸
せ
に
み

ち
あ
ふ
れ
た
実
り
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

阿あ

く

つ
久
津
　
則の

り

お男

議
長

小こ
あ
く
つ圷

　
　
　
孝た

か
し
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▽
城
里
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止

す
る
も
の
）

▽
城
里
町
医
療
福
祉
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
所
持
者
を
対
象
に
加

え
る
も
の
）

▽
城
里
町
附
属
機
関
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

町
条
例
を
制
定

	

（
附
属
機
関
の
適
正
な
設
置

及
び
運
営
を
図
る
た
め
，
そ

の
根
拠
と
な
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

	

平
成
30
年
度
城
里
町
新
ご
み

処
理
施
設
建
設
工
事

　

契
約
金
額３

０
億
５
２
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

	

エ
ス
エ
ヌ
環
境
・
コ
ス
モ
綜

合
建
設
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

　

契
約
の
方
法　

特
殊
指
名
競

争
入
札
（
意
向
確
認
型
）

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

６
億
６
，８
７
０
万
７
千
円

予
算
総
額

１
０
３
億
２
，６
２
８
万
５
千
円

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
億
３
，０
０
１
万
７
千
円

予
算
総
額

２
５
億
６
３
７
万
８
千
円

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て

	

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
た
も
の

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

２
３
２
万
４
千
円

予
算
総
額

２
１
億
３
，６
１
７
万
４
千
円

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

	

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
７
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
た
も
の

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

	

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
５
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
た
も
の

▽
平
成
30
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

	

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
た
も
の

第４回定例会で決まったこと

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
11
日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、

上
遠
野
町
長
か
ら
条
例
改
正
・
制
定
等
３
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
補
正

予
算
７
件
・
人
事
案
件
１
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
２
件
、
報
告
６
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第４回
定例会

条
例
改
正
・
制
定
等

契
約
の
締
結

補
正
予
算

可
　
決

可
　
決

可
　
決
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
と
は
、
議
案
書

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
、
数
千
枚
と
い
う
紙
を
無

く
し
て
議
会
を
開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
っ
た
議
案
書
は
全
員
が

同
じ
画
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
説
明
者
が
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
と
全
員
の
ペ
ー
ジ
も
め
く
れ
、
マ
ー

カ
ー
を
引
け
ば
全
員
の
画
面
で
同
時
に
マ
ー
カ
ー

が
引
か
れ
ま
す
。　

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
画
面
が
手
元
に
あ
る
イ
メ
ー

ジ
で
、
画
面
は
非
常
に
見
や
す
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
議
会
に
特
化
し
た

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
通
常
の
会
議
、
研
修
で
も
使

え
る
も
の
で
、
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
と
の
事
で

す
。

　

実
際
の
運
用
面
を
考
え
る
と
、
執
行
部
と
の
事

前
す
り
合
わ
せ
や
、
議
会
運
営
方
法
の
検
討
、
議

場
や
役
場
庁
舎
内
のW

i-F
i

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
設

備
の
構
築
等
、
様
々
な
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

先
進
事
例
の
話
を
聞
く
と
議
会
の
み
先
行
し
て

し
ま
い
、執
行
部
は
従
来
通
り
の
方
法
だ
っ
た
り
、

結
局
は
紙
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
両
方
を
使
っ
て
対
応

し
た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
多
々
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

執
行
部
と
連
携
し
、
城
里
町
と
し
て
ベ
ス
ト
な

運
用
体
系
が
構
築
で
き
れ
ば
多
少
コ
ス
ト
は
か
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上
の
業
務
改
善

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
議
会
運
営
の
方
向
性
の
一
端
を
垣
間
見

る
事
が
出
来
た
大
変
参
考
に
な
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

▽
城
里
町
副
町
長
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

	

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

	

仲
田　

不
二
雄
氏
（
上
圷
）

	

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
４

年
間
。

▽
地
域
と
住
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
日
本
原
子
力
発
電

㈱
が
東
海
第
二
発
電
所
再
稼

働
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

▽
「
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す

政
府
方
針
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

▽
地
域
と
住
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
日
本
原
子
力
発
電

㈱
が
東
海
第
二
発
電
所
再
稼

働
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書

	
経
済
産
業
大
臣
、
原
子
力
規

制
委
員
会
委
員
長
、
茨
城
県

知
事
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

▽
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政

府
方
針
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

	

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

第４回定例会で決まったこと・研修報告

人
　
事

陳
　
情

発
　
議

同
　
意

採
　
択

可
　
決

　
東
京
都
秋
葉
原
に
お
い
て
、
実
際
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
操
作
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
の

研
修
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

平
成
30
年
11
月
８
日

東
京
都
秋
葉
原

研
修
報
告
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
　第４回定例会の議案等の表決を、賛成は○、反対を×、欠席は−で表示してあります。

議　員　名

議　案　名

桜
井
　
和
子

加
藤
木
　
直

猿
田
　
正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡

藏
之

薗
部
　
　
一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

小
林
　
祥
宏

杉
山
　

清

鯉
渕
　
秀
雄

小
圷
　
　
孝

城里町税条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

城里町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町附属機関の設置に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町介護保険特別会計補正予算（第３号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第
３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度城里町水道事業会計補正予算（第１号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町副町長の選任につき同意を求めることについて ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域と住民の安全を守るために、日本原子力発電㈱が東
海第二発電所再稼働をしないよう求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

傍聴者報告
第４回定例会
（12月４日〜11日まで開催）	 19人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http://www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は３月５日を予定しております

車いすでの傍聴も出来ます。
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藤咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７

　・後期高齢者の健診について		

　・町民センターグラウンドの契約について

　・町民センターグラウンド芝の処理方法について

　

河原井　大介　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８

　・病院誘致について

　・移住・定住事業について

　・アツマーレについて（企業誘致）

　

三村　孝信　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９

　・小松地区の40haの町有地の現況と今後の

　　利用計画について

　・石塚小学校放課後児童クラブ跡地について

　・町の魅力発信へスポーツの活用について

町
政
を
問
う

一般質問今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。

議会だより54号の杉山議員の一般質問において、「ほかにも公金横領が」
との掲載がありました。町民から監査請求があり、監査委員が監査した結
果、公金横領の事実は認められませんでした。

ご報告
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藤

咲　

75
歳
に
な

っ
た
後
期
高
齢
者
の
追

加
健
診
が
有
料
に
な
り

４
０
０
円
が
増
額
さ
れ
、

２
，
１
５
０
円
と
な
る
。

高
齢
者
は
年
金
暮
ら
し

が
多
い
。
そ
こ
に
こ
そ

手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き

だ
。
追
加
健
診
の
無
料

化
、
ま
た
は
減
額
を
求

め
る
。
人
間
ド
ッ
ク
検

診
は
４
万
円
の
全
額
自

己
負
担
だ
。
水
戸
市
、

茨
城
町
な
ど
近
隣
市
町

村
は
半
額
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
。
当
町
で
も

特
定
検
診
者
並
の
補
助

を
求
め
る
。

町

長　

負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。
人
間
ド

ッ
ク
補
助
に
つ
い
て
は

来
年
度
予
算
へ
向
け
検

討
す
る
。

《町長》	負担軽減については今後の検討課題。

後期高齢者の健診について

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

町
民
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
契
約
に

つ
い
て

《
町
長
》

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
契
約
に
つ
い
て
適
切
だ
。

町
民
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
の
処
理

方
法
に
つ
い
て

《
町
長
》

芝
カ
ス
は
産
業
廃
棄
物
に
あ
た
る
と
規
定
さ

れ
て
い
な
い
。

藤

咲　

七
会
中
学
校

跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝

の
維
持
管
理
契
約
で
は

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

（
以
下
Ｈ
Ｈ
）
社
長
か
ら

町
長
あ
て
に
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
芝
管
理
の
委
託

に
つ
い
て
は
Ｏ
社
を
委

託
し
て
く
だ
さ
い
、
委

託
料
は
２
，５
０
０
万
円

に
な
る
。
委
託
料
に
は

芝
刈
り
機
な
ど
の
危
機

を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
。
Ｏ
社

を
委
託
し
た
場
合
は
Ｈ

Ｈ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使

用
料
を
５
０
０
万
円
に

３
０
０
万
円
を
上
乗
せ

す
る
。
軽
ト
ラ
ダ
ン
プ

を
配
置
し
て
ほ
し
い
」

と
の
願
い
が
あ
っ
た
。

町
長
自
ら
起
案
し
た
文

書
で
提
案
通
り
行
う
と

返
事
を
し
た
。
そ
れ
を

機
に
随
意
契
約
の
方
向

に
傾
い
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

町

長　

特
殊
な
技
術
、

機
器
、
資
格
を
必
要
な

設
備
投
資
で
随
意
契
約

で
き
る
。
七
会
町
民
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

契
約
に
つ
い
て
適
切
だ
。

藤

咲　

町
民
セ
ン
タ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
管

理
は
Ｏ
社
が
行
っ
て
い

る
。
刈
り
取
っ
た
大
量

の
芝
を
役
場
の
職
員
が

軽
ト
ラ
ダ
ン
プ
で
環
境

セ
ン
タ
ー
に
無
料
で
搬

入
し
て
い
る
と
聞
く
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
は
一

般
廃
棄
物
と
言
え
る
の

か
。
廃
棄
物
処
理
法
で

は
一
般
廃
棄
物
と
は
産

業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄

物
で
、
産
業
廃
棄
物
と

は
こ
の
芝
を
含
め
、
事

業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
を
い
う
。
環

境
セ
ン
タ
ー
は
一
般
廃

棄
物
以
外
の
ご
み
は
搬

入
で
き
な
い
。
町
民
は

有
料
だ
。
こ
れ
は
不
公

平
だ
。
芝
の
維
持
管
理

は
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。
す
べ
て
の
費
用
は

そ
の
業
者
が
負
担
す
べ

き
だ
が
町
長
の
認
識
は
。

町

長　

芝
カ
ス
に
つ

い
て
は
産
業
廃
棄
物
に

あ
た
る
と
規
定
さ
れ
て

い
な
い
。
よ
っ
て
一
般

廃
棄
物
で
あ
る
。

七会町民センターグラウンド






